
(57)【要約】

【課題】従来製品にくらべて部品点数を減らし、組み立

て、製造作業を容易にして製造コストを引き下げるとと

もに、製品の信頼性を高め、種々用途に利用可能とする

。

【解決手段】複数の芯線を有する光ファイバ１０からな

る光コリメータ構造において、前記各々の芯線１２０ａ

、１２０ｂが、単一モード光ファイバ１２０の端面にグ

レーテッドインデックス光ファイバ１２１が融着された

コリメータ構造に形成され、前記光ファイバ１０を内挿

して支持するフェルール１６の端部に、前記芯線１２０

ａ、１２０ｂを挿通孔１４ａ、１４ｂに挿通して支持す

るキャピラリ１４が設けられ、前記キャピラリ１４とと

もに前記芯線１２０ａ、１２０ｂの端面が所定の傾斜角

に加工されていることを特徴とする。

【選択図】　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の 芯 線 を 有 す る 光 フ ァ イ バ か ら な る 光 コ リ メ ー タ 構 造 に お い て 、
前 記 各 々 の 芯 線 が 、 単 一 モ ー ド 光 フ ァ イ バ の 端 面 に グ レ ー デ ッ ド イ ン デ ッ ク ス 光 フ ァ イ バ
が 融 着 さ れ た コ リ メ ー タ 構 造 に 形 成 さ れ 、
前 記 光 フ ァ イ バ を 内 挿 し て 支 持 す る フ ェ ル ー ル の 端 部 に 、 前 記 芯 線 を 挿 通 孔 に 挿 通 し て 支
持 す る キ ャ ピ ラ リ が 設 け ら れ 、
前 記 キ ャ ピ ラ リ と と も に 前 記 芯 線 の 端 面 が 所 定 の 傾 斜 角 に 加 工 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 光 コ リ メ ー タ 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
キ ャ ピ ラ リ の 外 面 と 芯 線 の 端 面 と が 、 所 定 の 傾 斜 角 の 円 錐 曲 面 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 光 コ リ メ ー タ 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
芯 線 の 端 面 が 、 所 定 の 傾 斜 角 の 平 坦 面 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
光 コ リ メ ー タ 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
各 々 の 芯 線 の 端 面 が 、 キ ャ ピ ラ リ の 外 面 上 で 中 心 対 称 と な る 配 置 に 設 け ら れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 記 載 の 光 コ リ メ ー タ 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 光 コ リ メ ー タ 構 造 に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 複 数 の 芯 線 を 備 え た 光 フ ァ イ バ を 用 い た
光 コ リ メ ー タ 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
光 通 信 分 野 に お い て は 、 信 号 光 の 合 波 、 分 波 あ る い は 光 路 の 切 り 替 え 等 を 操 作 す る た め の
種 々 の 光 回 路 モ ジ ュ ー ル が 使 用 さ れ て い る 。 光 コ リ メ ー タ 構 造 は 、 光 フ ァ イ バ か ら 平 行 光
束 を 出 射 さ せ 、 あ る い は 平 行 光 束 を 受 光 す る 構 成 を 備 え る も の で あ る 。 こ の 光 コ リ メ ー タ
構 造 に は 、 単 芯 の 光 フ ァ イ バ に つ い て 信 号 光 を 平 行 光 束 と す る も の の 他 に 、 図 ５ に 示 す よ
う な ２ 芯 の 光 フ ァ イ バ に つ い て コ リ メ ー ト 構 造 と し た も の が あ る （ た と え ば 、 特 許 文 献 １
、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ５ に お い て 、 １ ０ ａ が 入 力 ポ ー ト 側 の 第 １ の 光 フ ァ イ バ 、 １ ０ ｂ が 出 力 ポ ー ト 側 の 第 ２
の 光 フ ァ イ バ で あ る 。 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ は 第 １ 、 第 ２ の 光 フ ァ イ バ １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ の 被 覆 部
を 取 り 除 い て 露 出 さ せ た 芯 線 で あ る 。 １ ４ は 芯 線 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ の 光 軸 を 正 確 に 位 置 合 わ
せ し て 支 持 す る た め の キ ャ ピ ラ リ で あ る 。 キ ャ ピ ラ リ １ ４ は ジ ル コ ニ ア 等 の セ ラ ミ ッ ク か
ら な り 、 芯 線 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ は キ ャ ピ ラ リ １ ４ を 貫 通 す る 挿 通 孔 に 挿 通 し て 位 置 決 め さ れ
て い る 。 １ ６ は キ ャ ピ ラ リ １ ４ お よ び 光 フ ァ イ バ １ ０ を 支 持 す る フ ェ ル ー ル で あ る 。 キ ャ
ピ ラ リ １ ４ は フ ェ ル ー ル １ ６ に 圧 入 さ れ て 支 持 さ れ 、 光 フ ァ イ バ １ ０ は 接 着 剤 １ ８ に よ り
フ ェ ル ー ル １ ６ の 装 着 孔 に 接 着 さ れ て 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
２ ０ は フ ェ ル ー ル １ ６ の 前 方 に 配 置 さ れ て い る 光 学 レ ン ズ で あ る 。 こ の 光 学 レ ン ズ ２ ０ は
第 １ の 光 フ ァ イ バ １ ０ ａ の 芯 線 １ ２ ａ か ら 入 射 す る 光 を 平 行 光 と し て 出 射 す る 作 用 と 、 光
学 レ ン ズ ２ ０ の 前 方 側 （ 図 の 左 側 ） か ら 光 学 レ ン ズ ２ ０ に 入 射 し て く る 平 行 光 を 第 ２ の 光
フ ァ イ バ １ ０ ｂ の 芯 線 １ ２ ｂ の 端 面 に 集 光 さ せ る よ う に 出 射 す る コ リ メ ー ト 作 用 を な す 。
図 ５ で は 、 光 学 レ ン ズ ２ ０ の 前 方 に ミ ラ ー ２ ２ を 配 置 し 、 光 学 レ ン ズ ２ ０ か ら の 出 射 光 が
ミ ラ ー ２ ２ に よ っ て 反 射 さ れ 、 光 学 レ ン ズ ２ ０ に よ っ て 芯 線 １ ２ ｂ の 端 面 に 集 光 す る よ う
に 設 け ら れ て い る 。 こ の 光 コ リ メ ー タ 構 造 は 、 ２ 芯 の 光 フ ァ イ バ １ ０ に つ い て 、 第 １ の 光
フ ァ イ バ １ ０ ａ を 入 力 ポ ー ト と し 、 第 ２ の 光 フ ァ イ バ １ ０ ｂ を 出 力 ポ ー ト と し て 構 成 し た
例 を 示 す も の で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 公 開 平 ９ － ２ ３ ０ １ ６ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ６ ７ ８ ７ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
図 ５ に 示 す よ う に 、 複 数 芯 か ら な る 光 フ ァ イ バ に つ い て 特 定 の 光 フ ァ イ バ を 入 力 ポ ー ト と
し 、 他 の 光 フ ァ イ バ を 出 力 ポ ー ト と し て 構 成 す る 従 来 の 光 コ リ メ ー タ 構 造 は 、 光 学 レ ン ズ
２ ０ と 光 フ ァ イ バ １ ０ と を 組 み 合 わ せ た 構 造 と な っ て い る 。 光 学 レ ン ズ ２ ０ に は 球 面 レ ン
ズ 、 非 球 面 レ ン ズ 、 セ ル フ ォ ッ ク レ ン ズ 等 が 用 い ら れ 、 コ リ メ ー タ 構 造 と す る た め 、 光 学
レ ン ズ ２ ０ を 光 フ ァ イ バ １ ０ に 対 し て 正 確 に 位 置 決 め し て セ ッ ト し て い る 。 図 ５ で は 、 ス
リ ー ブ ２ ４ の 前 端 部 に 光 学 レ ン ズ ２ ０ を 固 定 し 、 光 学 レ ン ズ ２ ０ と キ ャ ピ ラ リ １ ４ に 支 持
さ れ た 芯 線 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ の 端 面 と の 間 隔 を 正 確 に 位 置 合 わ せ し た と こ ろ で ス リ ー ブ ２ ４
を フ ェ ル ー ル １ ６ の 外 周 面 に Ｙ Ａ Ｇ 溶 接 し て 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う に 、 複 数 の 芯 線 を 有 す る 光 フ ァ イ バ か ら な る 従 来 の 光 コ リ メ ー タ 構 造 で は 、 光 学
レ ン ズ ２ ０ を 用 い て 光 コ リ メ ー タ 構 造 と し て い る か ら 、 光 学 レ ン ズ ２ ０ と 光 フ ァ イ バ １ ０
の 位 置 精 度 を １ μ ｍ 程 度 の 高 精 度 に 調 芯 す る 必 要 が あ り 、 高 度 の 組 み 立 て 精 度 が 求 め ら れ
る 。 ま た 、 フ ェ ル ー ル １ ６ に ス リ ー ブ ２ ４ を Ｙ Ａ Ｇ 溶 接 す る と い っ た 加 工 が 必 要 で 、 加 工
費 や 組 み 立 て 費 用 が か る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 従 来 の 光 コ リ メ ー タ 構 造 は 、 光 学 レ
ン ズ ２ ０ や ス リ ー ブ ２ ４ と い っ た 部 品 点 数 が 多 く 、 製 造 費 用 を 削 減 す る こ と が 難 し い と い
う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ こ で 、 本 発 明 は こ れ ら の 課 題 を 解 決 す べ く な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ
は 、 複 数 の 芯 線 を 有 す る 光 フ ァ イ バ を 用 い た 光 コ リ メ ー タ 構 造 で あ っ て 、 構 成 を 簡 略 化 し
て 部 品 点 数 を 減 ら し て 部 品 コ ス ト を 低 減 さ せ る と と も に 、 調 芯 等 の 組 み 立 て 作 業 を 容 易 に
し て 製 造 コ ス ト を 低 下 さ せ 、 高 精 度 で 信 頼 性 の 高 い 製 品 と し て 構 成 す る こ と が で き る 光 コ
リ メ ー タ 構 造 を 提 供 す る に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 次 の 構 成 を 備 え る 。
す な わ ち 、 複 数 の 芯 線 を 有 す る 光 フ ァ イ バ か ら な る 光 コ リ メ ー タ 構 造 に お い て 、 前 記 各 々
の 芯 線 が 、 単 一 モ ー ド 光 フ ァ イ バ の 端 面 に グ レ ー デ ッ ド イ ン デ ッ ク ス 光 フ ァ イ バ が 融 着 さ
れ た コ リ メ ー タ 構 造 に 形 成 さ れ 、 前 記 光 フ ァ イ バ を 内 挿 し て 支 持 す る フ ェ ル ー ル の 端 部 に
、 前 記 芯 線 を 挿 通 孔 に 挿 通 し て 支 持 す る キ ャ ピ ラ リ が 設 け ら れ 、 前 記 キ ャ ピ ラ リ と と も に
前 記 芯 線 の 端 面 が 所 定 の 傾 斜 角 に 加 工 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。 各 々 の 芯 線 は 単 一 モ
ー ド 光 フ ァ イ バ の 端 面 に 所 定 の 長 さ の グ レ ー デ ッ ド イ ン デ ッ ク ス 光 フ ァ イ バ を 融 着 す る こ
と に よ り 、 単 芯 で コ リ メ ー タ 作 用 が 得 ら れ る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 芯 線 の 端 面 の 傾 斜 角
は 、 た と え ば 、 対 応 す る 一 対 の 芯 線 の 一 方 か ら 出 射 さ れ た 平 行 光 束 が 他 方 の 芯 線 の 端 面 に
入 射 す る よ う に 所 定 の 角 度 に 形 成 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 前 記 キ ャ ピ ラ リ の 外 面 と 芯 線 の 端 面 と は 、 所 定 の 傾 斜 角 の 円 錐 曲 面 に 形 成 す る こ と
が 可 能 で あ り 、 ま た 、 芯 線 の 端 面 を 、 所 定 の 傾 斜 角 の 平 坦 面 に 形 成 す る こ と が 可 能 で あ る
。 芯 線 の 端 面 は 研 磨 加 工 等 に よ っ て 所 定 の 傾 斜 角 に 調 節 さ れ る 。
ま た 、 前 記 各 々 の 芯 線 の 端 面 が 、 キ ャ ピ ラ リ の 外 面 上 で 中 心 対 称 と な る 配 置 に 設 け ら れ て
い る こ と に よ り 、 ミ ラ ー 等 を 用 い て 、 対 称 位 置 に あ る 芯 線 間 で の 信 号 授 受 が 容 易 に 可 能 と
な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
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以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 添 付 図 面 と 共 に 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 に 係 る 光 コ リ メ ー タ 構 造 の 実 施 形 態 と し て ２ 芯 の 光 フ ァ イ バ １ ０ を 使 用 し て
光 コ リ メ ー タ 構 造 を 形 成 し た 例 を 示 す 。 本 発 明 に 係 る 光 コ リ メ ー タ 構 造 に お い て 特 徴 と す
る 構 成 は 、 単 一 モ ー ド 光 フ ァ イ バ （ Ｓ Ｍ Ｆ ） の 先 端 に 、 グ レ ー デ ッ ド イ ン デ ッ ク ス 光 フ ァ
イ バ （ Ｇ Ｉ 光 フ ァ イ バ ） を 融 着 す る こ と に よ っ て 単 芯 で 光 コ リ メ ー タ 構 造 と し た 光 フ ァ イ
バ を 使 用 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ２ は 単 一 モ ー ド 光 フ ァ イ バ １ ２ ０ の 先 端 に 、 Ｇ Ｉ 光 フ ァ イ バ １ ２ １ を 融 着 し て 単 芯 の コ
リ メ ー タ 構 造 を 形 成 し た 例 を 示 す 。 単 一 モ ー ド 光 フ ァ イ バ １ ２ ０ の 先 端 に Ｇ Ｉ 光 フ ァ イ バ
１ ２ １ を 融 着 し て コ リ メ ー タ 構 造 と す る に は 、 単 一 モ ー ド 光 フ ァ イ バ １ ２ ０ に 融 着 す る Ｇ
Ｉ 光 フ ァ イ バ １ ２ １ の 長 さ Ｌ を Ｇ Ｉ 光 フ ァ イ バ １ ２ １ の 集 束 定 数 か ら 定 ま る 波 長 の １ ／ ４
の 長 さ 、 ま た は 波 長 の １ ／ ４ の 奇 数 倍 の 長 さ に す る 必 要 が あ る 。 Ｇ Ｉ 光 フ ァ イ バ １ ２ １ の
長 さ を こ の よ う に 設 定 し て 単 一 モ ー ド 光 フ ァ イ バ １ ２ ０ の 端 面 に 融 着 す る こ と に よ り 、 Ｇ
Ｉ 光 フ ァ イ バ １ ２ １ の 端 面 か ら 平 行 光 束 が 出 射 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の よ う に 、 単 一 モ ー ド 光 フ ァ イ バ １ ２ ０ の 先 端 に Ｇ Ｉ 光 フ ァ イ バ １ ２ １ を 融 着 し て コ リ
メ ー タ 構 造 を 形 成 す る 際 に は 、 単 一 モ ー ド 光 フ ァ イ バ １ ２ ０ の 先 端 に 融 着 す る Ｇ Ｉ 光 フ ァ
イ バ １ ２ １ の 長 さ が 製 品 精 度 に 直 接 的 に 影 響 す る 。 し た が っ て 、 Ｇ Ｉ 光 フ ァ イ バ １ ２ １ の
長 さ を 高 精 度 に 加 工 で き る こ と が 所 要 の 品 質 の コ リ メ ー タ を 得 る 上 で 重 要 な 要 件 と な る 。
従 来 は 、 単 一 モ ー ド 光 フ ァ イ バ １ ２ ０ の 先 端 に Ｇ Ｉ 光 フ ァ イ バ １ ２ １ を 融 着 し た 後 、 Ｇ Ｉ
光 フ ァ イ バ １ ２ １ の 端 面 を 研 磨 し て Ｇ Ｉ 光 フ ァ イ バ １ ２ １ を 所 定 の 長 さ に 調 節 す る 方 法 が
一 般 に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 光 コ リ メ ー タ 構 造 に お い て は 、 ２ 芯 の 光 フ ァ イ バ １ ０ と
し て 、 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ が 各 々 、 上 述 し た 単 芯 の コ リ メ ー タ 構 造 に 形 成 さ れ て い る
も の を 使 用 す る 。
光 フ ァ イ バ １ ０ は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ た フ ェ ル ー ル １ ６ の 前 端 に 圧 入 し て 固 定 さ れ た キ ャ
ピ ラ リ １ ４ に 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 先 端 側 を 支 持 す る と と も に 、 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２
０ ｂ の 基 端 側 は 、 第 １ の 光 フ ァ イ バ １ ０ ａ と 第 ２ の 光 フ ァ イ バ １ ０ ｂ の 被 覆 部 を フ ェ ル ー
ル １ ６ の 基 端 部 に 接 着 剤 １ ８ に よ り 接 着 し て 支 持 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
キ ャ ピ ラ リ １ ４ に は 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ を 挿 通 す る 挿 通 孔 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ が 所 定 間 隔
で 形 成 さ れ て お り 、 挿 通 孔 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ に 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ を 挿 通 す る こ と に よ
り ２ 本 の 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ を 所 定 間 隔 に 位 置 合 わ せ し て 支 持 す る こ と が で き る 。 芯
線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ は 第 １ の 光 フ ァ イ バ １ ０ ａ と 第 ２ の 光 フ ァ イ バ １ ０ ｂ の 被 覆 部 の 端
面 か ら キ ャ ピ ラ リ １ ４ に 向 け て 露 出 す る よ う に し て 延 出 し 、 フ ェ ル ー ル １ ６ の 内 部 に 充 填
さ れ た 接 着 剤 １ ８ に よ っ て フ ェ ル ー ル １ ６ に 接 着 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 実 施 形 態 の 光 コ リ メ ー タ 構 造 で は 、 第 １ の 光 フ ァ イ バ １ ０ ａ が 入 力 ポ ー ト 、 第 ２ の 光 フ
ァ イ バ １ ０ ｂ が 出 力 ポ ー ト と し て 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 第 １ の 光 フ ァ イ バ １ ０ ａ に
入 力 さ れ た 信 号 光 は 、 芯 線 １ ２ ０ ａ の 端 面 か ら 出 射 す る 際 に 平 行 光 束 と し て 出 射 し 、 芯 線
１ ２ ０ ｂ の 端 面 に 平 行 光 束 が 入 射 す る こ と に よ っ て 第 ２ の 光 フ ァ イ バ １ ０ ｂ か ら 信 号 光 が
出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ で は 、 第 １ の 光 フ ァ イ バ １ ０ ａ に 入 力 さ れ た 信 号 光 を 芯 線 １ ２ ０ ａ の 端 面 か ら 平 行 光
束 と し て ミ ラ ー ２ ２ に 向 け て 出 射 さ せ 、 ミ ラ ー ２ ２ に よ っ て 反 射 さ れ た 光 が 芯 線 １ ２ ０ ｂ
の 端 面 に 入 射 し て 第 ２ の 光 フ ァ イ バ １ ０ ｂ か ら 出 力 さ れ る よ う に 形 成 し て い る 。 す な わ ち
、 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ （ 挿 通 孔 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ ） を コ リ メ ー タ 構 造 の 光 軸 （ 中 心 線 ）
に 対 し て 対 称 位 置 に 配 置 し 、 ミ ラ ー ２ ２ の 反 射 面 を コ リ メ ー タ 構 造 の 光 軸 に 垂 直 と し 、 ミ
ラ ー ２ ２ の 反 射 面 と 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 端 面 と の 離 間 間 隔 を 調 節 す る こ と に よ っ て
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、 芯 線 １ ２ ０ ａ の 端 面 か ら 出 射 し た 光 が ミ ラ ー ２ ２ の 光 軸 中 心 で 反 射 し て 芯 線 １ ２ ０ ｂ の
端 面 に 入 射 す る よ う に 光 学 系 を 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
第 １ の 光 フ ァ イ バ １ ０ ａ の 芯 線 １ ２ ０ ａ か ら 出 射 さ れ た 光 が ミ ラ ー ２ ２ に よ っ て 反 射 さ れ
て 第 ２ の 光 フ ァ イ バ １ ０ ｂ の 芯 線 １ ２ ０ ｂ に 入 射 す る よ う に す る に は 、 芯 線 １ ２ ０ ａ か ら
光 が 出 射 す る 際 に 、 出 射 光 の 光 束 が 芯 線 １ ２ ０ ａ の 光 軸 に 対 し て ミ ラ ー ２ ２ の 光 軸 中 心 に
向 か う よ う 屈 曲 さ せ れ ば よ い 。
芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 端 面 に お け る 光 の 屈 折 角 は 、 光 フ ァ イ バ の 屈 折 率 等 か ら 計 算 に
よ っ て 求 め る こ と が で き 、 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 端 面 の 傾 斜 角 を 適 宜 設 定 す る こ と に
よ り 、 芯 線 １ ２ ０ ａ か ら 出 射 す る 光 束 の 屈 曲 角 を 適 宜 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 端 面 と ミ ラ ー ２ ２ と の 距 離 Ｌ １ ＝ ２ ｍ ｍ 、
芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 間 隔 Ｌ ２ ＝ ３ ７ ５ μ ｍ と す る と 、 ミ ラ ー 面 へ の 入 射 角 θ ＝ ５ ．
３ ５ ６ ° と な り 、 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 端 面 の 傾 斜 角 θ ｐ は 、 光 フ ァ イ バ の 屈 折 率 を
ｎ ＝ １ ． ４ ６ と し て 、 θ ｐ ＝ １ １ ． ３ ５ ９ ° と な る 。 す な わ ち 、 キ ャ ピ ラ リ １ ４ に 芯 線 １
２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ を 挿 通 し て 支 持 し た 状 態 で 、 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 端 面 を 傾 斜 角 １
１ ． ３ ５ ９ ° に 加 工 す る こ と に よ り 、 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 端 面 か ら ミ ラ ー ２ ２ を ２
ｍ ｍ 離 間 し て 配 置 し た 状 態 で 、 ２ 芯 の コ リ メ ー タ 構 造 を 構 成 す る こ と が で き る 。
す な わ ち 、 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 端 面 と ミ ラ ー ２ ２ と の 離 間 間 隔 、 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １
２ ０ ｂ の 配 置 間 隔 に 基 づ い て 、 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 端 面 の 傾 斜 角 を 上 記 の よ う に 決
め る こ と に よ っ て 、 第 １ の 光 フ ァ イ バ １ ０ ａ か ら 平 行 光 束 と し て 信 号 光 を ミ ラ ー ２ ２ に 向
け て 出 射 さ せ る こ と が で き 、 ミ ラ ー ２ ２ に よ っ て 反 射 さ れ た 平 行 光 束 を 、 正 確 に 第 ２ の 光
フ ァ イ バ １ ０ ｂ に 入 射 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 端 面 の 傾 斜 角 を 所 定 の 角 度 に 加 工 す る こ と は 、 芯 線 １ ２ ０ ａ 、
１ ２ ０ ｂ を 研 磨 加 工 す る こ と に よ っ て 容 易 に 加 工 す る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 の 光 コ リ
メ ー タ 構 造 で は 、 キ ャ ピ ラ リ １ ４ に 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ を 挿 通 し 、 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １
２ ０ ｂ を キ ャ ピ ラ リ １ ４ に 固 定 し 、 光 フ ァ イ バ １ ０ を フ ェ ル ー ル １ ６ に 固 定 し た 状 態 で 、
キ ャ ピ ラ リ １ ４ の 端 面 と と も に 、 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 端 面 を 所 定 の 傾 斜 角 と な る よ
う に 研 磨 加 工 す る こ と に よ っ て 加 工 す る こ と が で き る 。 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 端 面 は
平 面 研 磨 に よ っ て 所 定 の 傾 斜 角 θ ｐ と な る よ う に 加 工 し て も よ い し 、 傾 斜 角 θ ｐ と な る よ
う に キ ャ ピ ラ リ １ ４ と と も に 円 錐 状 に 研 磨 加 工 し て も よ い 。 平 面 研 磨 に よ る 場 合 も 円 錐 研
磨 に よ る 場 合 も 、 光 学 的 作 用 に お い て は 大 差 は な い 。 な お 、 研 磨 加 工 作 業 と し て は 円 錐 状
に 研 磨 す る 方 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ は 単 一 モ ー ド 光 フ ァ イ バ １ ２ ０ の 先 端 に Ｇ Ｉ 光 フ ァ イ バ １ ２ １ を
融 着 し た も の で あ り 、 コ リ メ ー タ 構 造 の 精 度 は Ｇ Ｉ 光 フ ァ イ バ １ ２ １ の 長 さ の 精 度 に 依 存
す る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 キ ャ ピ ラ リ １ ４ に 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ を 装 着 し た 後 、
キ ャ ピ ラ リ １ ４ と と も に 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 端 面 を 所 定 の 傾 斜 角 θ ｐ に 加 工 す る か
ら 、 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 端 面 を 研 磨 加 工 完 了 し た 状 態 で 、 Ｇ Ｉ 光 フ ァ イ バ １ ２ １ の
長 さ が 所 定 の コ リ メ ー タ 作 用 を な す た め の 長 さ に 一 致 す る よ う に 加 工 す る 必 要 が あ る 。 し
た が っ て 、 研 磨 加 工 前 の 状 態 で 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 長 さ を 規 定 の 長 さ よ り も 若 干 長
く な る よ う に し て お く 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
キ ャ ピ ラ リ １ ４ と と も に 端 面 を 研 磨 す る 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 研 磨 角 度 は 、 ミ ラ ー ２
２ と 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ と の 距 離 が 異 な る 場 合 や 、 ２ 本 の 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の
配 置 間 隔 が 異 な る 場 合 は 異 な っ て く る が 、 各 々 の 光 学 配 置 に 合 わ せ て 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２
０ ｂ の 端 面 を 所 定 の 傾 斜 角 度 θ ｐ に 加 工 す る こ と は 容 易 に 可 能 で あ り 、 こ れ に よ っ て 種 々
の 光 学 配 置 、 光 学 装 置 に 利 用 す る こ と が 可 能 と な る 。 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ の 端 面 を 研
磨 加 工 に よ っ て 所 定 の 傾 斜 角 に 仕 上 げ る 方 法 は 、 高 精 度 に 加 工 す る こ と が 可 能 で あ る と い
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う 利 点 が あ る 。
ま た 、 本 実 施 形 態 の 光 コ リ メ ー タ 構 造 で は 、 キ ャ ピ ラ リ １ ４ に 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ を
支 持 し 、 フ ェ ル ー ル １ ６ に は 光 フ ァ イ バ １ ０ を 挿 入 し て 接 着 剤 １ ８ に よ っ て 固 定 す る だ け
で あ る か ら 、 部 品 数 も 少 な く 、 組 み 立 て 作 業 も 容 易 で あ る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 図 １ に 示 す 光 コ リ メ ー タ 構 造 で は 、 ２ 芯 の 光 コ リ メ ー タ 構 造 の 前 方 に ミ ラ ー ２ ２ を
配 置 し た 例 で あ る が 、 光 コ リ メ ー タ 構 造 は 、 ミ ラ ー ２ ２ の か わ り に フ ィ ル タ ー や 分 波 器 を
配 置 す る と い っ た 種 々 の 光 学 モ ジ ュ ー ル に 利 用 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 第 １ の
光 フ ァ イ バ １ ０ ａ か ら の 信 号 光 を 部 分 的 に フ ィ ル タ を 通 過 さ せ 、 フ ィ ル タ に よ っ て 部 分 的
に 第 ２ の 光 フ ァ イ バ １ ０ ｂ に 信 号 光 を 反 射 さ せ る と い っ た 使 い 方 、 第 １ の 光 フ ァ イ バ １ ０
ａ か ら の 信 号 光 を 完 全 に フ ィ ル タ を 通 過 さ せ 、 他 か ら の 入 射 光 を フ ィ ル タ を 通 過 さ せ て 第
２ の 光 フ ァ イ バ １ ０ ｂ に 入 射 さ せ る と い っ た 使 い 方 等 の 種 々 の 利 用 方 法 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 記 実 施 形 態 に 示 し た 光 コ リ メ ー タ 構 造 は ２ 芯 の 光 フ ァ イ バ を 使 用 し た 例 で あ る が 、 光 コ
リ メ ー タ 構 造 は ２ 芯 の 光 フ ァ イ バ を 使 用 す る 場 合 に 限 ら れ る も の で は な い 。
図 ４ （ ａ ） は 、 上 記 実 施 形 態 に お い て キ ャ ピ ラ リ １ ４ に 光 フ ァ イ バ １ ０ の 芯 線 １ ２ ０ ａ 、
１ ２ ０ ｂ を 取 り 付 け た 状 態 を 正 面 側 か ら 見 た 状 態 を 示 す 。 図 ４ （ ａ ） で は 、 キ ャ ピ ラ リ １
４ の 中 心 （ 光 コ リ メ ー タ 構 造 の 中 心 線 ） に 対 し て 左 右 対 称 位 置 に ２ 本 の 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １
２ ０ ｂ が 配 置 さ れ 、 芯 線 １ ２ ０ ａ か ら 信 号 光 が 出 射 し 、 芯 線 １ ２ ０ ｂ に 信 号 光 が 入 射 す る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ４ （ ｂ ） は 、 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ に 加 え て 、 キ ャ ピ ラ リ １ ４ の 中 心 に 対 し て 直 交 す
る 配 置 に さ ら に 芯 線 １ ２ ０ ｃ 、 １ ２ ０ ｄ を 配 置 し た 例 を 示 す 。 こ の よ う に 芯 線 １ ２ ０ ａ 、
１ ２ ０ ｂ 、 １ ２ ０ ｃ 、 １ ２ ０ ｄ を 配 置 し た 場 合 も 、 芯 線 １ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ 、 １ ２ ０ ｃ 、
１ ２ ０ ｄ の 端 面 を 上 述 し た 所 定 の 角 度 に 加 工 す る こ と に よ っ て 芯 線 １ ２ ０ ａ と １ ２ ０ ｂ 、
芯 線 １ ２ ０ ｃ と １ ２ ０ ｄ の 間 で 信 号 光 を 授 受 さ せ る こ と が で き る 。
な お 、 図 １ に 示 す よ う な 光 学 配 置 は 第 １ の 光 フ ァ イ バ １ ０ ａ と 第 ２ の 光 フ ァ イ バ １ ０ ｂ と
は ま っ た く 等 価 の 関 係 に あ る か ら 、 光 学 系 と し て は ど ち ら を 入 射 側 と し て も 出 射 側 と し て
も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ４ （ ｃ ） は 、 キ ャ ピ ラ リ １ ４ の 中 心 に 対 し て 対 称 配 置 に さ ら に 芯 線 １ ２ ０ ｅ 、 １ ２ ０ ｆ
等 を 配 置 し た 例 で あ る 。 こ の よ う に 、 本 発 明 に 係 る 光 コ リ メ ー タ 構 造 に お い て は 、 使 用 す
る 光 フ ァ イ バ の 芯 線 の 数 は と く に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
図 ４ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 光 コ リ メ ー タ 構 造 の 中 心 線 に 対 し て 対 称 配 置 と な る よ
う に キ ャ ピ ラ リ １ ４ に 複 数 の 芯 線 を 配 置 し た 場 合 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ミ ラ ー 面 を 光 コ リ
メ ー タ 構 造 の 中 心 線 に 対 し て 垂 直 配 置 と す る と 、 中 心 を 挟 ん だ 対 称 位 置 の 芯 線 と の 間 で 信
号 光 が 授 受 さ れ る こ と に な る 。
こ れ に 対 し て 、 機 械 的 制 御 等 に よ っ て ミ ラ ー 面 の 面 角 度 を 任 意 の 向 き に 調 節 で き る よ う に
し た 場 合 は 、 中 心 を 挟 ん で 対 称 位 置 に あ る 芯 線 と の 間 に 限 ら ず 、 他 の 芯 線 と の 間 で も 信 号
光 を 授 受 す る こ と が 可 能 に な り 、 よ り 多 様 な 用 途 に 利 用 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に 係 る 光 コ リ メ ー タ 構 造 は 、 上 述 し た よ う に 、 キ ャ ピ ラ リ と フ ェ ル ー ル と 光 フ ァ イ
バ を 主 た る 部 品 と し て 構 成 さ れ る も の で あ り 、 従 来 の 複 数 の 芯 線 を 有 す る 光 フ ァ イ バ か ら
な る 光 コ リ メ ー タ 構 造 に く ら べ て 部 品 点 数 を 減 ら す こ と が で き 、 ま た 、 各 々 の 芯 線 に つ い
て は コ リ メ ー タ 構 造 に 形 成 さ れ て い る か ら 、 芯 線 の 端 面 を 所 定 の 傾 斜 角 に 仕 上 げ る だ け で
複 数 芯 の コ リ メ ー タ 構 造 と す る こ と が で き 、 組 み 立 て 、 製 造 作 業 が 容 易 に な る こ と か ら 、
部 品 費 用 お よ び 製 造 コ ス ト を 効 果 的 に 引 き 下 げ る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 小 型 化 を 図 る
こ と が で き 、 製 品 の 信 頼 性 を 高 め る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 芯 線 の 端 面 の 傾 斜 角 度 を 調
節 す る だ け で 、 種 々 の 結 像 距 離 に 容 易 に 対 応 す る こ と が で き る 等 の 著 効 を 奏 す る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 光 コ リ メ ー タ 構 造 の 一 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 単 一 モ ー ド 光 フ ァ イ バ と Ｇ Ｉ 光 フ ァ イ バ と か ら 形 成 し た 単 芯 の 光 フ ァ イ バ か ら な
る コ リ メ ー タ 構 造 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 光 フ ァ イ バ の 芯 線 の 端 面 を 加 工 す る 際 の 角 度 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 キ ャ ピ ラ リ に 装 着 し た 芯 線 の 正 面 配 置 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 光 コ リ メ ー タ 構 造 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 、 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 　 光 フ ァ イ バ
１ ２ ａ 、 １ ２ ｂ 　 芯 線
１ ４ 　 キ ャ ピ ラ リ
１ ４ ａ 、 １ ４ ｂ 　 挿 通 孔
１ ６ 　 フ ェ ル ー ル
１ ８ 　 接 着 剤
２ ０ 　 光 学 レ ン ズ
２ ２ 　 ミ ラ ー
２ ４ 　 ス リ ー ブ
１ ２ ０ 　 単 一 モ ー ド 光 フ ァ イ バ
１ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ｂ 、 １ ２ ０ ｃ 、 １ ２ ０ ｄ 、 １ ２ ０ ｅ 、 １ ２ ０ ｆ 　 芯 線
１ ２ １ 　 Ｇ Ｉ 光 フ ァ イ バ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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